
１． 会員企業・団体数 

平成２６年度 １５３団体 （平成27年3月31日時点） 

 
 
平成２７年度 ２０３団体 （平成28年3月31日時点）  

５０団体増 

※ 平成28年5月31日現在 ２１１団体 



２． 健康産業フォーラム 

○ 第１回フォーラム  
1 期 日  平成２８年１月１８日（月）  
                 １３時３０分～１５時００分 
2 会 場  松本市役所 議員協議会室 
3 内 容 
 第１部 「コミュニティ・ヘルス・デザイン  
                   ～多職種連携から生まれる安心な地域～」  
       ㈱ラピュア地域デザイン研究所 代表取締役 関原 宏昭 氏  
 第２部 「企業が地域に寄り添う健康づくり」  
      ㈱大塚製薬工場 Healthcare Community Project 衣川 将太郎 氏  

○ 第２回フォーラム  
1 期 日  平成２８年３月１８日（金） １４時００分～１６時００分 
2 会 場  松本市役所 議員協議会室 
3 内 容 
 「生涯活躍社会の実像  
            ～シニアたちはセカンドライフをどう考え、何を求めているか～」    
      日本経済新聞社編集局産業地域研究所 主任研究員 相川浩之 氏   



（１） 株式会社第一興商 

（２） 株式会社ＪＩＮＲＩＫＩ 

（３） アルピコ交通株式会社 

（４） 信栄食品株式会社 

（５） 松本信用金庫 

３． 実用化検証・実証実験事業等 



（１） スポーツボイス大学院実証事業 （株式会社第一興商） 

これまでの経緯 
25. 11 第3回世界健康首都会議にて、地区福祉ひろ

ばコーディネーター向けデモンストレーションを
実施 

25.12 分科会を設置し検討開始 
26. 5  健康・生きがいづくりの実証事業開始 
26.11  第4回世界健康首都会議にて、中間発表 
27.10  スポーツボイス大学院実証事業開始 
28.2        発表会 

実証実験の内容 
 ○事業費：1,000,000円 
（情報使用料、セッション委託料、広告宣伝費、他） 

○実施内容 
  3地区の福祉ひろばに機器を設置して、指導スタッフ付きの男 

  性限定健康教室を行い、心理面、地域交流、運動習慣等の変 

  化を検証  

   場所：鎌田、寿、今井地区福祉ひろば 

   期間：平成27年10月～平成28年2月 

   回数：全50回  

     （講座 12回、自主練 3回、リハーサル 1回 ）×3地区 

      発表会 1回           ※1地区は補講 1回   

○実績 
  延べ参加人数：1,206人 

   → 発表会まで継続参加した72名のうち、47名が、本事業を   

     きっかけに初めて地区福祉ひろばでの事業に参加。 

      実施した３地区の全てで、参加者による自主グループとし 

     て活動継続。 

  信州大学によるアンケート調査 

    参加者のパーソナリティや自尊心にポジティブな影響を与えた 

   り、心理的な健康を向上させたりしたことが明らかになった。 

    また、夫婦のコミュニケーションの取り方に関して、配偶者の 

   見方を良好なものに変化させたことも併せて示された。 

  口腔機能測定結果 

     口の周りの筋肉、舌、声帯を動かすトレーニングにより、食べ 

    物を飲み込む機能を向上させつ効果が得られ、口腔機能的に 

    も介護予防になることが推察された。 

  

○今後の展開 
     スポーツボイスの手法を用いた講座を、全国的に商品展開 

    していく。     

 



（２） ＪＩＮＲＩＫＩを活用した車いすでの松本市街まち歩き実証実験事業 

                                     （株式会社ＪＩＮＲＩＫＩ） 

これまでの経緯 
26.  6    分科会を設置し検討開始  
27.  3  実証事業「新しい発見ができる松本のプチ 
     旅行企画を考えるワークショップ」開催 
27.  9    銀座ＮＡＧＡＮＯイベント開催 
27.10   松本まち歩きイベント「ユニバーサル散歩 松

本らくらく」実施 

実証実験の内容 
 
 
 
 

○事業費：403,600円 
（銀座ＮＡＧＡＮＯイベントスペース使用料、講演料、イベント開催） 

○実施内容 
 １ 銀座ＮＡＧＡＮＯイベント 

    日 時  平成２７年９月１０日（木）午後６：００～ 

       会 場  銀座ＮＡＧＡＮＯイベントスペース 

       参加者  ２５名 

    内 容  「まちづくりとモビリティを考える」 
      ～車いす利用者も移動しやすいまちとは？～ 

 講演：車いすウォーカー代表 織田 友理子 氏 

                    モビリティデザイナー    磯村 歩 氏 

  ２ 松本まち歩きイベント「ユニバーサル散歩 松本らくらく」 
   日 時  平成２７年１０月１２日（月・祝）午後１：００～ 

   場 所  松本城太鼓門 ⇔ 松本市美術館 

   参加者  １８名 

   内 容  ２人一組で、ＪＩＮＲＩＫＩ付車いすを往路と復路で引き手、乗り 

        手を交代しながら市街地を巡る。 

                     段差や坂、狭い通路等を体感しながらＪＩＮＲＩ ＫＩの使い勝手 

                  を検証   

○実績 
 １ 銀座ＮＡＧＡＮＯイベントでは、２人の講師の話題提供や、それを受 

    けての参加者同士の対話から、モビリティの視点からのまちづくりに 

    対する多くの気づきが得られた。 

 ２ 松本まち歩きイベントでは、ＪＩＮＲＩＫＩに対する評価と、松本市民の 

    車いす利用者に対する受容度を参加者に評価してもらった。  

○今後の展開 
 １ 障害を持つ子供やその家族の方たちと、まち歩きができる機会をつ 

  くる 

  ２ 調査で明らかになった課題や良かった点などを参考に、製品開発を 

  進める  



これまでの経緯 
  25.8     白骨温泉旅館組合と「現代版湯治」をコンセプト 
                       とした新しい旅行スタイルの検討開始 
    10        協議会内にヘルスツーリズム分科会を設置 
  26.5          国際シンポジウム「温泉を医学する」共催 
        9～11  白骨温泉にて計３回のツアーを開催 
          （参加者：合計３４名） 
  27.4     アルピコ交通㈱を旅行催行者として２年目の  
         企画を検討開始 
        9～11    白骨温泉にて計２回のツアーを開催 
          （参加者：合計１１名） 
 
 
 

（３） ヘルスツーリズム実証実験事業 （アルピコ交通株式会社） 

実証実験の内容 
 

○実施内容 
   白骨温泉の湯元齋藤旅館と泡の湯旅館を宿泊施設として 

   ツアーを実施。1年目の実証結果（市助成）を反映し、ツアー 

   日数等を変更して、運営体制等を検証した。 

  1年目との主な変更点 

   ・ツアー日数：3泊4日→2泊3日 

   ・料金     ：69,800円→59,800円（2名1室、1名あたり） 
   ・医師の派遣：あり→なし 

  主なツアー内容 

   ・健康チェック、問診、個別相談（看護師、保健師） 
   ・ロコモ障害予防の集団指導（理学療法士） 
   ・栄養計算された健康メニューの提供、説明（管理栄養士） 
   ・認知症予防講座（保健師） 
   ・上高地散策（健康運動指導士） 

○事業費：902,600円 
（広告宣伝費、健康プログラム企画・管理費） 

○実績 
  参加人数 

   （第一弾） 湯元齋藤旅館  ３名  （県内３名） 
   （第二弾） 泡の湯旅館    ８名  （県外１名、県内７名） 
  参加者アンケート調査 

    ツアー全体の印象としては、参加者全員から「大変満足」または 

   「やや満足」との回答が得られた。個別メニューの評価も総じて高く、 

   参加者の満足度は高かった。 

  事業検証 

     1年目との変更点については、利用者の満足度には影響がない 

    ことが確認できた。一方、販路の確保については課題が明確とな 

    り、顧客ターゲットの設定と、それに併せた商品造成と販売方法の 

    選択の必要性が示された。 

○今後の展開 
   2年間で蓄積された事業検証結果をベースに、温泉地におけるヘ 

  ルスツーリズム商品造成のモデルケースを確立していく。 



（４） 健康餃子の試食品提供による市場調査 （信栄食品株式会社） 

実証実験の内容 
 
○事業費：４３５，５６０円 
（FOODEX出展料、マネキン費用） 

○調査概要 
食品加工業むけ供給力のある地場産の長いもを使用

した餃子を商品開発。 

この商品を「ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ ２０１６」(食品業界
向け展示会)に出展。食品関連事業者などへの試食を通

じて、味の評価と、長いもの認知度、商品に対する注目度
をアンケート調査し、商品メッセージ等の販売方法を検討
するもの 

○調査結果 
アンケート結果から、長いもは美味しい食材であり、健康

に良い食品、特に疲労回復に良いというイメージを持ってい
る人が多いことが判明。 

長いも餃子も美味しいという回答が９７％であったが、長
いもの食感等が感じられないとの感想も多く、長いものカット
の仕方など課題も見えた。また、商品の売り込みには、長い
ものイメージとして回答が多かった「疲労回復」を謳いたいと
の意向。 

今後の展開 

長野県内を中心に地元の野菜を使った
餃子を販売し、地域活性化に取り組む 

問. 長芋に健康の 

イメージはありますか？ 

 



（５） 個人とその家族の健康のサポートやリフレッシュを図りがん検診受診を促す事業 

                                          （松本信用金庫） 

これまでの経緯 
25.2  松本市と企業連携協定調印式を実施。 
25.9  「健康寿命延伸特別金利定期積金」 
     販売開始 
26.3  販売終了（契約者1,646人 契約額約12億円） 
26.6  「健康寿命延伸 ファミリーサポート定期積金」 
     販売開始 
26.7  「健康情報誌」第2号（身体活動編）発行 
27.1  「健康情報誌」第3号（つながり編）発行  
27.5  販売終了（契約者350人）   

27.8  「健康情報誌」第4号（健診の受け方編）発行 
28.1  「健康情報誌」第5号（ヘルス・ラボ編）発行  

 

実証実験の内容 
 ○事業費：1,000,000円（広告宣伝費、特典、モニター調査費等） 

○実施内容 
概要 
ア 商品名「健康寿命延伸 ファミリーサポート定期積金」 
イ 利率 店頭表示金利 
ウ 発売期間 平成２６年６月～平成２７年５月 
エ 契約期間 ５年間 
オ 販売エリア 松本信用金庫 全店舗 
  （松本市、安曇野市、塩尻市 他） 
預金者へのインセンティブ 
ア ライフサポートサービス（提携ホテル宿泊割引等） 
イ 健康関連サービス（セカンドオピニオン、24時間電話健康相談等） 
ウ 健康情報誌 （特別金利定期積金 契約者と共通） 

エ がん検診受診を確認した契約者から毎年ディズニーランドチケット
を抽選でプレゼント 

検証項目  
 ア 特典の満足度 
 イ 健診、がん検診受診者の増加  
  （特別金利定期積金も継続検証） 
「ファミリーサポート定期積金」 
 ア 契約者数 ：350人 （2月現在） 
 イ 商品の魅力：「健康関連サービス」（37%） 
 ウ 「健康情報誌」：参考になった（60%） 
 エ 推計11人が本商品をきっかけにがん検診を受診 
「特別金利定期積金」 
 オ ラーラ松本利用者：395人 
 
 

 商品契約者の追跡調査と、がん検診受診の啓発を継続する。 
 

 
 

○今後の展開 



５． 第５回世界健康首都会議 
平成２７年１１月５日（木）、６日（金）  ＠Ｍウイング   （参加者：のべ１，３５０人） 

 
・基調講演     ＷＨＯ神戸センター 所長        アレックス・ロス 氏 
                スウェーデン王国ロボットダーレン  アダム・ハグマン 氏 
 
・松本発健康先進都市ゼミナール  都市計画家 倉澤聡氏、（株）三菱総合研究所 
  （長野県「地域発 元気づくり支援金」活用事業）     

   
・取組事例発表   信州大学、（株）菊池製作所、森永乳業（株）、松本市医師会 
            （株）第一興商 
  
・パネル・ディスカッション 
 「市民と共に創る『健康寿命』とヘルスケア産業」 
  ～５年目の節目を迎えた世界健康首都会議 
                   に期待すること～」            
 
・八十二銀行共催セミナー  
        （株）ミナケア  山本 雄士氏 
 
 

 
 

ＷＨＯ神戸センター 所長 アレックス・ロス氏による基調講演 



・松本工業高校特別授業   （株）菊池製作所     
 
・企業・団体によるブース出展 （全18ブース） 
 
・マクロビオティックスサロンの実施 
 
・関係団体の研修・セミナー 
 
・健康弁当の販売 （※6日のみ 限定300食） 
 

 
 

ブース出展の様子 

松本工業高校特別授業の様子 



６． 医療・福祉・健康ＩＣＴ基盤研究会 
（地域包括ケアとヘルスケア産業に繋がる医療・福祉・健康ICT基盤研究会） 

 
【目的】 
「地域住民一人ひとりのための医療・福祉・健康ICT基盤を構築すること」を研究の主たる

目的とし、市民や地域、医療、福祉、健康など多職種にわたるメンバーにより、情報連携の
あり方について検討するとともに、地域における理想的なICTシステムのあり方を検討 

 

【検討の方向性】 

• 「病病連携」「病診連携」といった医療情報連携のみを目的とするのではなく、個人の健康
維持・増進にも寄与するシステムを目指す 

• 患者のみならず全住民（松本市民２４万人）を対象としたPHR（Personal Health Record）
を前提にシステムの仕様を検討する 

• これを「松本版PHR（M-PHR）」と定義づけ、これらの情報が局面ごとに関係者間で効率
的に共有することができるICTシステムを目指すべき姿とする 
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【研究会メンバー】 

松本市医師会、松本市歯科医師会、松本薬剤師会、医療関連事業者、情報関連事業者、松
本市地域包括ケア協議会、松本市、他 

 



・健康づくり、地域活動の勧奨 
・所在確認 
・災害時等安否確認 ほか 
 

多職種利用 

・薬剤師 
・地域包括支援センター 
・介護福祉施設 
 主任ケアマネージャー 
・訪問看護ステーション 
・デイサービスセンター 他 

・入退院等による病状に
対応したケアサービスの
提供 
・医療者との連携 

個人・家族・地域 

保険者情報 
病名・既往症 
投薬・処方 
診療内容 
入退院状況 
薬局情報 
ケア計画 
看護・介護訪問時情報 
業者情報 
検・健診結果 
予防接種 
体力測定 
緊急連絡先 
民生委員情報 
保健師情報 
地域活動 
終末期治療方針 他 

松本版ＰＨＲ 病病連携・病診連携 

 
 

  

リハビリ・老健施設の準備等 

・急性期病院からの転院 
・診療方針等の確認 

慢性期 
（診療所・かかりつけ医・歯科） 

往診・在宅医療の地域拠点 

回復期（一部急性期）病院 

急性期病院 

 
 

松本版PHRのイメージ 



７． 健康経営 

■概要 
 
 (１) 目的 
    小規模事業者に「健康経営」の普及を進めるため、従業員が健康 
   増進に対して意識を高めるほか、運動習慣を促す健康増進プログ 
   ラムを作成する。 
    フィットネスクラブの協力のもと、どのような健康増進プログラム（価 
   格、内容、利用時間、期間等）であれば効果的かを検証 
 
（２）調査対象者 
    松本市勤労者共済会に加入する事業所の事業主及び従業員 
 
（３）調査期間 
    平成27年９月～11月のうち、1か月４回×３か月間 計12回 
 
（４）調査場所 
    松本市内のスポーツクラブ３施設（ルネサンス、SAM） 
 
（５）参加者数 
    １３２名 
 
（６）実証による成果 
   ア 参加者の体重が減少するなどの効果がみられた。（体重減少：  
    平均0.5Kg） 
   イ 社員の仕事へのモチベーション向上とともに、社内コミュニケーショ   
    ンの活性化が図られた。 
   ウ 参加者が実証事業終了後にフィットネスクラブの正会員になるな 
    ど、継続的な健康づくり、及び産業振興につながった 

▲健康増進プログラム実施風
景  

▲健康増進プログラムの案内（SAM松本、SAM石
芝） 

経済産業省委託 長野県次世代ヘルスケア産業協議会「健康長寿
世界一へ！ヘルスケア産業創出事業」において実施 

（１）フィットネスでの健康増進プログラムの実証 
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（２）健康経営ガイドブックの作成 

(３)セミナーの開催 

企業・経営者に健康経営を浸透させる
ためのツールとして作成。 
平成28年6月に、勤労者共済会（約
1,600社）、松本商工会議所（約
4,350社）の会員企業へ配布予定。 
 
ガイドブックは、長野県版に加筆・修正
のうえ、県内事業所への配布を検討。
（長野県健康増進課） 

○協会けんぽ等と連携したセミナーの開催 
・日時：平成27年7月3日（金）10時～12時 
・会場：キッセイ文化ホール 
・講師：東京大学政策ビジョン研究センター 古井 祐司 氏 

↑健康経営ガイドブック 



14 

市民（地域住民）の健康増進と 
   市民との共創によるヘルスケア産業の創出・育成の実現を目指す 

地域住民 
健康増進 

ヘルス・ケア
ビジネス 
創出・育成 

ヘ
ル
ス
・
ラ
ボ 

①【企業向け】市民参加による健康産業創出の場 

 市民と企業が共創して、新しいビジネスを実証する場 

②【市民向け】健康づくりの機会提供 

 自分自身の健康について考え、取り組む場  

松本ヘルス・ラボが共創に向けて提供するサービス 

○松本ヘルス・ラボとは？ 

８． 松本ヘルス・ラボ 

○市民の企業の製品・サービスづくりへの参加 
・市民には、自らの健康づくりだけでなく、健康産業の創
出を目指す企業のアドバイザーのような役割を担っていた
だく。（社会貢献・社会参加） 

→産業創出機能 

社会貢献・健康
に関心の高い積
極的な層 

健康に関心がありラ
ボ事業に参加する

層 

自らの健康の管理をしたい層 

レ
ベ
ル
の
底
上
げ 



企業が新製品・新サービスを企画・開発す
る際に、市民目線（ユーザー目線）での意
見交換を行い、より市民ニーズに近いかたち

での商品開発を行えるようにする。 

松本ヘルス・ラボ機能【企業向けサービス①】 
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「健康寿命延伸都市・松本」の創造に向けた、ヘルスバレー構想に理解・賛同いただける企業の

医療・介護周辺分野、健康分野等での製品・サービス開発を松本ヘルス・ラボが支援する。 

○企業向けサービスの2本柱 

①市民参加によるワークショップの開催 

②市民参加によるテストフィールドの提供 

健康づくりに寄与する製品・サービスのエビデンス取得や
魅力度向上のために、実際に市民に製品・サービスを

試してもらい、検証を行う。 
➡ 倫理委員会による審査対象 

ワークショップのイメージ 

企業向けパンフレット 



松本ヘルス・ラボ機能【企業向けサービス②】 
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市民参加によるテストフィールドの提供～セイコーエプソン(株)～ 

 セイコーエプソンが販売する脈拍、活動量等を計測するウェ
アラブル端末を使用し、生活習慣と健康状態との関係を調
査。今後の製品開発等に利用するための実証 
 
・期  間  平成28年3月～7月（4か月間） 
・対  象  60歳以上の男女 170名 
        ※60歳未満はエプソン社員で実施 
・内  容  ウェアラブル端末装着 
・研究機関 信州大学医学部 衛生学公衆衛生学講座 

 

○会員の声 
・気になっていたが買うことまではなかったウェアラブル端末を試す
ことができて良かった。 
・自分の日常生活での脈拍の変化など、これまで知らなかったこ
とを知ることが出来て面白い。 
・水仕事の際に気になる。 
・パソコンやスマートフォンが使えないと機能を十分に使えない。 

企業と共有し、今後の製品開発の参考にしていただく。 



松本ヘルス・ラボ機能【企業向けサービス③】 
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市民参加によるテストフィールドの提供～森永乳業(株)～ 

 既に市販化されている牛乳から取り出す乳タンパク質「ペプ
チド」を配合した飲料の健康増進効果を実証 
 
・期  間  平成28年4月～7月（3か月間） 
・対  象  35歳以上の男女 60名 
・内  容  粉末にした製品を見ずに溶かして、1日２回摂

取し、筋肉量、膝痛改善などを検証 
・研究機関 松本大学人間健康学部 

市民参加のワークショップの開催～大心(株)～ 

 リハビリ特化型デイサービスを行っている大心(株)が、夜間や休日などの施設が使用され
ていない時間帯に、健康な中高年者向けのサービス（介護保険外サービス）開発のた
めワークショップを実施 
・対  象  概ね50歳以上の男女 8名 
・内  容  「中高年の登山教室」をテーマに、ダンベル運動や山岳ガイドの講義を行い、  
        登山の体力と知識を習得するサービスを体験してもらう。 

H28年度に、実際にサービスとして試行的に提供する予定 



血液検査・体力測定で自らの健康状態を
「見える化」（年２回） 

➡ 企業向け「会員ビックデータ」の蓄積 

←4/16 松本山雅ＦＣ
とエンジョイスポーツ 

松本ヘルス・ラボ機能【市民向けサービス】 

18 

○会員 
・年会費3,000円 
・会員の継続的な健康づくりをサポート 

・仲間づくり、地元企業等の健康プログラムの「場」の提供 

会員数 約400名 
(平成28年5月現在) 

○会員サービスの２本柱 

①健康チェック（健康状態の見える化） ②企業等と連携した健康プログラム 

6/18 第一興商 → 
スポーツボイストレーニ
ング（予定） 

月1回程度開催する多彩な健康プログラム
に参加 

➡ 企業サービスのお試しの場 

その他、健康情報の提供や会員証提示による特典サービスなどを今後検討 
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９． 情報発信の状況 
行政視察 講演等 

月日 視察団体 月日 会議・イベント名称 主催者等 

5月7日 広島県福山市 6月24日 長野県産業イノベーション推進本部会議 長野県 

6月30日 中部経済産業局 7月23日 ヘルスケア産業連絡会 経産省東北経済産業局 

7月16日 山形県議会 8月18日 ヘルスケアビジネスキックオフフォーラム 長野県 

7月17日 大阪府門真市議会 8月19日 公立高崎経済大学研修・講演 公立高崎経済大学 

8月5日 山口県山口市 8月25日 流通経済研究所セミナー 流通経済研究所 

8月5日 島根県議会 9月3日 
次世代ヘルスケア産業協議会関東地方
連絡会 

経産省関東経済産業局 

8月21日 宮城県加美町議会 9月3日 日経／新シニア研究会 日本経済新聞社 

8月31日 経済産業省ヘルスケア産業課 9月16日 松本西南ロータリークラブ講演会 松本西南ロータリークラブ 

10月13日 秋田県秋田市議会 9月25日 
ヘルスケアビジネス創出支援人材育成プ
ログラム 

事業構想大学院大学 

10月16日 関東経済産業局 9月30日 ドイツ フライブルク市との意見交換会 フライブルク市 

10月20日 京都府宇治市 10月2日 島根県ヘルスケア協議会 島根県他 

10月21日 山梨県甲府市議会 10月22日 レジャー＆サービス産業展2015 日本ユニコム 

10月21日 福岡県古賀市議会 10月30日 
日立ソーシャルイノベーションフォーラム
2015 

日立製作所 

11月13日 島根県出雲市・市議会 11月12日 健康ﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾐｯﾄ うおぬま会議 新潟県 

11月19日 東京都足立区議会 11月24日 日本版ＣＣＲＣセミナー 福岡ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙG:福岡銀行 

1月26日 福岡県福岡市       

1月26日 兵庫県姫路市議会 1月18日 総合研究開発機構(NIRA)講演   

2月1日 新潟県柏崎市議会 2月26日 健康運動指導士全国大会 講演   

3月28日 糸魚川市議会       

（平成２７年度 行政視察・講演等 実施状況） 


